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Semaphorin と そ の 受 容 体 Neuropilin, 
Plexin、Slit とその受容体 Robo、Ephrin と






Landmesser (米国、 Case Western Reserve
大学)がニワトリ胚を用いた移植実験により、
標的である筋肉（付近）に何らかの手がかり
が あ る こ と を 示 唆 す る 結 果 を 示 し た














に保たれていた(Arbor et al.,2000,Kania et 
al., 2000)。 
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